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第 38回 金融庁契約監視委員会の概要 

 

○開催日時：令和７年６月３日（火）９時 59～11時 29分 

 

○開催場所：中央合同庁舎第７号館西館 ９階 ９０５Ｂ会議室 

 

○出席者：石島委員長、長岡委員、真野委員 

 

○議題： 

（１）事務局説明 

金融庁における令和６年度下半期の契約状況について 

 

（２）契約担当者説明及び質疑応答 

① 情報セキュリティ監査業務 一式 

② 公認会計士試験インターネット受付システム運用支援業務 一式 

③ 公認会計士試験インターネット受付システムの機能改修業務 一式 

④ 金融機関による継続的顧客管理への理解・協力を求める広報の実施 一式 

⑤ インパクトコンソーシアムの運営に係る包括的な業務委託 一式 

⑥ 金融経済教育の普及・啓発を目的とした全国各地でのイベント実施及び企画業務 一式 

 

○主な審議内容  

質問・意見 説明 

①  情報セキュリティ監査業務 一式  

 

・複数応札のために行っている取組みに

ついて 

・事前に複数事業者から参考見積りを取得

し、事前説明会を実施した。 

・今後、受託経験のない事業者からも参考

見積りを取得するなどにより、入札への

参加を慫慂していく。 

・審査において評価した内容について ・評価基準として、受託者が最低限満たす

べき資格要件などを必須項目とし、また

加点項目として、「監査項目毎にどのよう

に実施するか」、「コミュニケーション方

法」、「ログの取得・活用状況の確認方法」、

「クラウドサービス利用時におけるセキ

ュリティ設定の確認方法」、「ソフトウエ

アに関する脆弱性対策の確認方法」など

を設定、これらに係る提案内容の具体性

や実現可能性の評価を行った。 

・業務実績結果に対する評価について ・契約期間中に複数システムを対象に監査

を行うため、事前に各システムのスケジ
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ュールの要望などを把握し、システムの

状況に応じた監査技法を採用しているほ

か、各システムのセキュリティ対策を向

上するための指摘事項を監査報告書にお

いて取りまとめるなど、限られた期間の

中で、適切に業務を遂行している。 

② 公認会計士試験インターネット受付シ

ステム運用支援業務 一式 

 

・一者応札となった理由をどう分析して

いるか 

 

 

 

 

・参考見積りを３者に依頼し、うち２者か

ら提出を受けていた。しかしながら実際

の入札では、期中に始まる運用支援案件

であり契約期間内での社内体制の構築が

難しいといった理由により応札が限ら

れ、結果として一者応札となったもの。 

・複数者応札のための取り組みを行って

いるのか 

・調達仕様書の案を作成する段階で事業者

に意見を求め、複数の事業者に声掛けを

行った。 

・また、事業者がシステムの構成などを事

前に把握することで入札に参加しやすく

なるよう、事業者と秘密保持契約を締結

しシステム設計書などを閲覧してもらう

などの取組を行っている。 

③ 公認会計士試験インターネット受付シ

ステムの機能改修業務 一式 

 

・低落札となった要因分析及び契約金額

の妥当性をどう分析しているか 

・落札事業者は、本事業が、UI（ユーザー

インターフェース）や UX（ユーザーエク

スペリエンス）の改善等の点で当該事業

者の注力分野・事業方針と一致し、今後の

事業展開も見据えて、当該契約金額で応

札したと説明しており、こうした説明や

他の官公庁との契約実績、財務状況、実施

体制等を踏まえ、同金額にて当該事業者

と契約締結を行った。 

・審査において評価された内容について ・評価基準は、開発内容及びシステム特性

に係る理解、スケジュールを踏まえた作

業・テストの効率的な実施方法、プロジェ

クトを遂行するための要員の実績・能力

など。５名の審査員が提案書の評価を実

施した。 

・過去に当該システムに関わった経験がな

いことから、システム特性の理解等には
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課題が見られたが、総合的には妥当なも

のであったと考えている。 

・業務実施結果に対する評価について ・当初、開発スケジュールの遅延が見られ

たが、追加要員の配置等により特段の支

障なく契約期間内に開発を完了させ、適

切に業務を履行したものと考えている。

なお、特にレスポンシブデザイン化につ

いては、利用者からも操作しやすいとい

った評価があると理解している。 

・予定価格の算定方法について ・事業者からの見積書により市場価格を調

査し、これを踏まえて予定価格を算定し

ている。 

④ 金融機関による継続的顧客管理への理

解・協力を求める広報の実施 一式 

 

・特命随意契約の理由について ・令和６年秋頃より、全国銀行協会が主導

して業務委託先である契約相手方に広報

コンテンツの制作を委託し、当該コンテ

ンツを用いて各種メディアで配信を行っ

ていたところ、経済的かつ効果的な広報

という観点から、同協会と同一のコンテ

ンツを用いて、集中的に多様な広告媒体

により広報活動を行うことが重要と判断

した。当該コンテンツの著作権は契約相

手方に帰属することから、競争の余地が

ないとして特命随意契約としたもの。 

・業務実績結果に対する評価について ・令和７年３月に新聞広告を実施した。 新

聞広告実施後のウェブ調査によれば、当

該広告を「確かに見た」「見たような気が

する」と好意的に回答した者は 80％を占

めた。また、広告に対する理解及び信頼に

ついても 80％を超えており、金融機関に

よる情報確認に対する理解や信頼性の向

上に一定の効果があったものと考えてい

る。 

⑤ インパクトコンソーシアムの運営に係

る包括的な業務委託 一式 

 

・審査において評価された内容について ・「業務の理解」、「作業計画の妥当性」、「実

施内容の妥当性・有効性」、「組織の経験・

能力」、「業務従事者の経験・能力」などの

項目を設定し、５名の審査員が提案書の
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評価をした。契約相手方は、国内外のイン

パクト投資の実態把握や地域企業の視察

の企画等を委託することを踏まえ、「実施

内容の妥当性・有効性」や「業務従事者の

経験・能力」などの項目で評価された。 

・業務実績結果に対する評価について ・仕様書や提案書に基づく業務は問題なく

履行され、インパクトコンソーシアムの

会議運営や事務局対応等は滞りなく実施

された。なお、令和５年度の実施状況等を

勘案し令和６年度においては会議運営等

のほか、インパクトコンソーシアムをよ

り良いものにするために他のコンソーシ

アム等の運営等に係る情報収集を行うな

どの改善を図っている。 

・予定価格の算定について ・事業者から提出を受けた見積金額を踏ま

えて算定している。 

⑥ 金融経済教育の普及・啓発を目的とし

た全国各地でのイベント実施及び企画業

務 一式 

 

・企画競争にした理由について ・本事業は、全国各地でイベントや知事表

敬等を複数実施するといった、普及・啓発

に係る企画の立案面から、会場準備、当日

の実行支援までを幅広く行うもの。企画

から実行までのスケジュール管理、人員

配置、複数イベント運営ノウハウ、重要性

を浸透させるための広報アプローチ等の

幅広い知見が求められるため、仕様書を

詳細に作成することは容易ではないこと

から、企画競争とした。 

・審査において評価された内容について ・「全国主要都市でのイベント」、「全国の知

事等の表敬訪問」の円滑な実施を重要前

提とし、「企画内容・実施方法等につい

て」、「告知・集客等について」、「各業務の

終了後の広報」、「事業の効果・効率を高め

る工夫」などの評価項目を設定して５人

の審査員が提案書の評価を実施した。「企

画内容・実施方法等について」及び「事業

の効果・効率を高める工夫」の項目で高く

評価された。 

・予定価格について ・事業者から提出を受けた見積金額を踏ま

えて算定している。 

以 上 


